
熊本市立西原中学校 

令和５年度 研究部全体計画 

本校の教育目標 

「自律」から「自立」へ 
～集団生活における学びを自ら将来に繋げる生徒の育成～ 

           

学校･家庭･地域の願い  研究主題  生徒の実態 

学

校 

・生徒も先生も、今日も楽し

く明日が待ち遠しい学校 

・生徒も先生も、日々の成

長を共に実感できる学校 

・保護者・地域からも信頼さ

れ、応援される学校 

生徒が自ら学びに 

   向かう授業づくり 
～対話的な学びと振り返りの工夫～ 

・全体的に明るく素直な

生徒が多い。 

・基本的な生活習慣の定

着が望まれている。 

・基礎・基本の定着が、

できていない。 

・対話を伴った学習内容

への学習意欲が高い。 

・生徒会活動や部活動を

通して、自主・自立の

精神が育ちつつある。 

・協働する姿勢はできて

いるが、個人で自分の

意見を表現することを

苦手としている。 

・友達を大切にし、共に

伸びようとする意欲が

ある。 

・自分を見つめる力は育

ちつつあるが、先を見

通す力が弱い。 

       

家

庭 

・理想、目標を持ち努力で

きる子ども 

・積極的な取り組みができ

る子ども 

・個性を生かし、充実した

生活ができる子ども。 

・他人とコミュニケーション

がとれる子ども 

 研究のねらい  

 生徒が主体的に取り組むための「めあて」を設定し、

対話的な学びを通して学習活動を行うことで、思考を

深めることができる。さらに、自分の言葉で、振り返

りを行うことで、生徒の思考力が高まり、次の学習へ

の意欲が向上し、確かな学力が身につくことをねらい

としている。 

 

 

地

域 

・心のふれあいを大切に 

する子ども 

・自然を守り大切にする 

子ども 

・郷土を愛する子ども 

  研究の内容  

 １．ゴールに繋げる「めあて」の設定や提示の工夫 

２． 協働や対話を通して、自己の考えを広げ深める 

  「対話的学び」の実現 

３．深い学びに繋げるための ICT の効果的な使用法の

研究 

４．家庭学習及び次時に繋げる「振り返り」の工夫 

５．「おがたまタイム」を活用した生徒のコミュニケー 

ション能力の向上 

 

  

 

     

各教科部会  各教科の指導目標 

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技術・家庭 英語 

・基礎・基

本の定着と

思考力、表

現力の育成

を目指す指

導法の工夫

をする。 

・基礎学力

の確実な定

着を図れる

よう基礎的 

基本的事項

の精選を行

う。 

・生徒が主

体的に学ぶ

授業づくり

の工夫をす

る。 

・基礎・基

本の定着

と、数学的

活動を通し

た考える力

を育成す

る。 

・基礎的・

基本的な知

識、技能が

定着するよ

う授業づく

りの工夫を

する。 

・観察・実

験の意図や

目的を理解

し、科学的

な根拠をも

とに思考が

できるよう

工夫する。 

・音楽の美

しさや楽し

さを感じ取

り、自ら音

楽を求める

生徒を育て

る。 

・表現や鑑

賞の能力を

伸ばし、音

楽を愛好す

る心情を育

てる。 

・基礎・基

本を定着さ

せる。 

・自ら考え

表現し、鑑

賞する力を

育成する。 

・学習課題

に応じた活

動の場や内

容を工夫

し、協同的

なグループ

活動を行

う。 

・運動に親

しむ資質・

能力を身に

つけるとと

もに、体力

の保持増進

を図る。 

・ＩＣＴ機

器を有効か

つ効果的に

活用する。 

・生徒が意

欲的に授業

に参加する

ためのめあ

ての工夫を

する。 

・学びが深

まる授業づ

くりを行

う。 

・基礎･基

本を身につ

け、自ら表

現できる生

徒を育て

る。 

・自己表現

力を高める

主体的な活

動の工夫と

評価を行

う。 

 


